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6月7日（火）、中央区と銀座街づくり会議の第１回協議
会が開催されました。協議会では、地区計画・銀座ルー

ルの見直しと充実化をはかっていきます。

　今年度はまず、「大規模開発についての考え方」と「屋

上工作物について」ルール化していくことになりました。

銀座内の大規模開発計画は、この協議会の見通しがつくま

で凍結する、というのが中央区の方針です。ルールのたた

き台を中央区がつくり、それについて銀座の考えを議論し

合意形成するかたちですすめてゆきます。つくったルール

は、担当者や国の法律が変わっても、銀座と区との約束事

として後世に残せるような決め方を検討していきます。

　最後に確認したことは、まちづくりのどんな素朴な疑問

もお互いに出し合って、銀座と行政が信頼関係に基づいて

話し合いを続けてゆくことの大切さでした。

　銀座には、車のサービス道路になっている通りもあり、

自転車･バイクの扱いも整理がされていないので、歩行者

に優しくありません。屋上工作物や広告物が氾濫し銀座ら

しくない風景も多くなりつつあります。また、人が憩える

溜まり場や目を休める緑の小空間がありません。銀座に足

りない要素もたくさんあるのではないでしょうか。それら

を銀座の新しいルール作りに取り入れると同時に、大規模

開発に対して何か公共貢献をお願いできないでしょうか。

　さらに、銀座は様々な個性や特徴を備えた地区の集合体

なので、銀座全体の雰囲気を大事にしながら、地区的な特

徴について一歩突っ込んだ議論が必要なのでは、などとい

った幅広い議論が戦わされました。

　　　　第１回にあたっては、現在の銀座の状況と課題に

ついて、お互いに認識を共有することからはじめました。

　中央区から出された、銀座の土地利用状況の資料をみる

と、用途別では商業用途42・7％、事務所用途48・7％

住宅用途4・3％ですが、１階だけに限ると、78％が商業

用途であることがわかります。構造・階数別に見ると、耐

火構造87・9％、木構造12・1％。耐火構造のうち、8～

10階のものが32・6です。敷地面積別の建物分布をみる

と、200平米未満の敷地が全体の78％を占めています。

また、新築の年間更新率は約1・0～1・6％で中央区のな

かでは高くないが、用途変更が多く、新陳代謝が活発であ

るとのことです。歴史的文化遺産としての建物もいくつか

残っています。大規模開発計画は、松坂屋を含む銀座6丁

目計画、歌舞伎座の２つがあります。屋上工作物について

は、平均高さは9・28メートルとなっています。　

　このような現況をふまえ、銀座にはどんな課題があるで

しょうか？　

大規模開発と屋上工作物

さまざまな課題
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銀座のかかえる課題とは？

大規模開発について、屋上工作物について。

ご意見がありましたら、

銀座街づくり会議までお寄せください。

　現在の銀座は中小ビルが大多数で、構造上も、バリアフ

リーの点でも問題がありますが、大規模な建て替えではな

く内部の改造によって進化しています。防災上の問題は道

路拡幅によって改善されるものではなく、建築物の耐震改

良やコミュニテイーによる防災への備えに依存するところ

が大きいのです。中小ビルの建て替えや、街の防災性向上

を大規模な開発に依存することは銀座の普遍的なルールに

はなりえないので、銀座としては、今ある中小の銀座の建

物資産をどう改善していくのかという方針で臨むべきでは

ないでしょうか。公共政策を含め、ペンシルビル批判が再

開発の根拠になっていますが、このような時代遅れの考え

からは、脱却する必要があるのではないでしょうか。

、
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